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* IS014001認証取得しました

＊ 夏休みの思い出
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＊ 中等教育学校基本計画の概要

軽井沢高原学校九段中学校
車山山頂から八島湿原まで、

恵まれた自然を感じながらハイキング。

1S014001認証取得

り千代 田 区役所 C100 古駈配合寧1改液洞生紙を使用しています



7月27日、千代田区公会堂において、小学生の保護者を対象とした

千代田区立中等教育学校説明会を開催いたしました。

内容は、 基本計画の概要説明のほか、 宮台真司都立大学助教授の講演、

基本計画に対しての質疑応答など、約 350名の保護者が出席しました。
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学校評議会委員 宮台真司氏（都立大助教授）

演題「学校の中の子ども、社会の中の子ども」

特 色

「子どもは学校のなかにだけ生きているのではない。学

校は社会の中にあり、子どもたちが将来社会にでて生きて

いくことを考えれば、単なる通過点に過ぎない。卒業する

ときにいかに自己推進力を持ち、自らを律し、動機づけ、

自己の向かう方向を決められる有能な人材となっているか

が重要である （大意）」 との講演がおこなわれました。

入学者の選考はどうなるのでしょうか？

`̀ 
｀` 

●新たな教授法の導入（齋且頃L巴咆ー大学教授にまる指導・助言）
●学校評議会による学校運営 ~ -......：：：：：ミ

●区独自の採用による優秀な塾師陣ー ミミミ

●様々な指導法が可能な新校舎 三：：：ミミミミ
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■目指す学校像■
主体的に学ぶ楽しさを実感できる学校

■育てたい生徒像■
自らの意思と責任で判断し行動する生徒

＂ 基本的枠組み
◎平成18年4月開校予定

◎1学年4学級X6学年

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..合計24学級 (960人）

◎入学者は、「千代田区民 ：区民以外の都民」

の比率を 1: 1を目途とする

現在の小学5年生を対象とする入学者選考を平成18年2月に実施します。

適性検査の内容は、思考力や判断力などを見ていきます。

具体的には、今年度中に決定し、説明会を通じてお知らせします。

00 知の創遣と豊かな心
教員の採用や異動はどうなるのでしょうか？

新たに区が教員の任命権を持ち幅広く募集し、書類選考、面接、模擬授業

などの結果で採用する予定です。東京都も中高一貫校の開設に向けた研修

を実施しており、その受講者からの募集も考えています。いすれにしても

教員が6年間じっくり指導できる体制づくりを目指しています。

◎知性・感性を磨き、豊かな創造力を培い、国際社会で生きる生徒の育成

◎心身を鍛え、自主自律の精神を養い、自己実現を目指す生徒の育成

◎地域の行事や活動に参画し、主体的に社会貢献する生徒の育成

カリキュラムや進級はどうなるのでしょうか？

◎確かな学力の向上（基礎・基本の重視、進学指導の充実）

◎豊かな人間性の育成（異年齢集団での生活、国際理解教育の推進）

◎キャリア教育の推進（職業観・勤労観の育成、学びの意義付け）

子どもたちにできるだけ多くの学びの機会を与えたいという視点から、後

期課程の3年間を単位制にし、自分の希望や進度に合わせ、自分で選択し

て時間割を組めるように工夫します。また、制度的には学力劣等や性行不

良の場合、進級や卒業が出来なかったり、退学ということもあり得ます。

単に高校入試がないので楽だから選ぶということでなく、将来の夢に向か

って積極的に自ら学んでいく意欲に満ちた生徒を求めています。

東京都から移譲を受ける都立九段高等学校の施設に加え、隣接地に新校舎を建設する
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園から自然の多い場所に出かけ、 自然に触れ合うことで、

自然の大切さを知る。

草花を栽培し学校緑化を推進。その集大成として草花に

囲まれた卒業式を演出。環境保護や改善の担い手の育成

身
近
な
自
然
環
境
に
関
心
を
持
ち
、
積
極
的
に
関
わ
る
中
で
、

自
然
を
愛
す
る
心
を
育
て
る
。

の緒 介
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家
庭
で
読
み
終
わ

っ
た
本
を
学
校
に
持
ち
寄
り
、
学
校
図
書
と
し

て
再
利
用
す
る
こ
と
で、

物
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る
。 I ¥ -

人力発電器による発電の体験を通して、エネルギー資源

を無駄にしない実践力を育成する。

身近な自然への関心を高め、食物の大切さを理解できる

生徒の育成。

:学校・園の省エネの成果竺塁芦雷三］

ガス使用量 73,450m3削減

スギの木 l2, 3 8 l本分が吸収する

CO2を削減(*2) 

●ガス使用量は一般

用低圧ガス （ガスコ

ンロ、給湯器など）

と冷房用中圧ガスの

合計です。

水使用量

CO2 
吸収

9,090m3削減

家庭用のお風呂（約200

リットル） 45,450杯分

です。 甕！し

本

年

7
月

、

区

立

小

・

中

学

校

、

幼

稚

園

、

い

ず

み

こ

ど

も

園

、

教

育

研

究

所

が

新

た

に

環

境

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

シ

ス

テ

ム

の

国

際

規

格

I
S
o
1
4
0
0
1

(※
)

の

認

証

を

取

得

し

ま

し

た

。

平

成

15年

7
月

に

区

役

所

本

庁

舎

が

I

s
o
1
4
0
0
1を
認

証

取

得

し

た

後

、

同

年

10月
、

教

育

委

員

会

環

境

方

針

を

策

定

し

、

こ

の

方

針

に

も

と

づ

い

て

各

学

校

・

園

は

認

証

取

得

に

向

け

た

環

境

活

動

を

開

始

し

ま

し

た

。

教

育

部

門

の

認

証

取

得

に

あ

た

っ

て

は

、

単

に

エ

コ

・

オ

フ

ィ

ス

活

動

（

省

資

源

・

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

活

動

）

を

学

校

・

園

に

お

い

て

推

進

す

る

だ

け

で

な

く

、

各

学

校

・

園

が

独

自

の

環

境

教

育

課

題

を

設

定

し

、

日

常

生

活

を

環

境

の

視

点

か

ら

見

直

す

学

習

や

自

然

環

境

と

の

ふ

れ

あ

い

体

験

な

ど

の

環

境

教

育

活

動

に

積

極

的

に

取

り

組

ん

で

き

ま

し

た

。

学

校

・

幼

稚

園

が

、

環

境

教

育

を

中

心

に

据

え

て

I
S
o
1
4
0
0

1
に

取

り

組

む

の

は

都

内

で

も

は

じ

め

て

の

試

み

で

す

。

今

日

、

異

常

気

象

の

発

生

や

温

暖

化

の

進

行

な

ど

、

地

球

規

模

で

の

環

境

の

変

化

が

大

き

な

問

題

と

な

っ

て

い

ま

す

。

教

育

委

員

会

で

は

、

子

ど

も

達

の

実

践

活

動

が

、

家

庭

・

地

域

へ

と

広

が

り

、

学

校

・

園

の

枠

を

越

え

て

、

環

境

配

慮

型

社

会

が

実

現

す

る

こ

と

を

目

指

し

て

い

ま

す

。

(

※

)
I
S
o
l
4
0
0
1と
は

「

国

際

標

準

化

機

構

」

と

い

う

機

関

が

ま

と

め

た

「

環

境

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

シ

ス

テ

ム

」

の

こ

と

で

す

。

こ

の

よ

う

に

言

う

と

難

し

く

思

わ

れ

る

か

も

知

れ

ま

せ

ん

が

、

つ

ま

り

は

、

国

際

的

に

認

め

ら

れ

て

い

る

「

環

境

を

継

続

的

に

良

く

し

て

い

く

仕

組

み

」

の

こ

と

で

す

。

エ

ア

コ

ン

の

温

度

を

冬

は

20℃
に

設

定

。

使

用

し

な

い

機

器

・

照

明

（

会

議

室

・

給

湯

室
・
ト
イ
レ
•
更
衣
室
等
）
の
電
源
を
切
る。

各

階

へ

の

移

動

は

な

る

べ

く

階

段

を

使

用

。

給

湯

器

の

温

度

は

低

め

に

設

定

。

水

道

は

こ

ま

め

に

蛇

口

を

締

め

て

使

用

。

ト

レ

イ

で

何

度

も

水

を

流

さ

な

い

。

お

湯

が

沸

い

た

ら

す

ぐ

に

火

を

消

す

。

多

少

の

寒

暖

は

衣

服

で

調

節

。

吹

き

出

し

口

付

近

に

物

を

置

か

な

い

で

空

調

効

率

を

上

げ

る

。

省
エ
ネ
の
取
絹
と
し
て
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

電気使用量 134,754m3削減

家庭用エアコン(8~

12畳用） 129台を

1年間使用した場合

とほぽ同じ電力です。

(* 3) 

* 1 

* 2 
* 3 

使用量は平成14年度と平成15年度の10月～3月までの実績値の差です。なお、麹町幼・小については、施設の

規模が変わっているため除いています。

c釦排出量＝ガス使用量xガス CO2排出係数(2.36kg /m3)、森林（スギ）のCO2吸収量約14kg -C02/本
（社）日本冷凍空調工業会規格(JRA4046:ルームエアコ ンディショ ナの期間消費電力算出基準）を元に算出。

冷房時27℃／冷房期間3.6ヶ月、暖房時20℃／暖房期間5.5ヶ月
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『夏季プール』

ボランティアのお姉さ

んたちといっしょにた

のしくプールで泳ぎま

した。
富士見幼

『泳力向上プログラム』

8月19日～ 27日まで

学生指導員と一緒に 1級

以上の児童を対象に行い

ました。

番町小

『夏休みわくわく体験

第1回』7月22日
やってみよう・ためしてみよう

～おもしろ実験室～

「紙を作ろう」コーナーの

様子。

九段小

只
＃
み

C
思
い
出

※
な
お
、
区
立
中
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
は、

来
年
度
に
平
成
18
年
度
以
降
使
用
す
る
教
科
書
を
採
択
し
ま
す
。

教科 発行者 書 名

国語 光村図書出版 国語

書写 光村図書出版 書写

社会 教育出版 小学社会

地図 帝国書院
楽しく学ぶ
小学生の地図帳

算数 東京書籍 新編新しい算数

理科 東京書籍 新編新しい理科

生活 教育出版 せいかつ

音楽 教育芸術社 小学生の音楽

図工 日本文教出版 図画工作

家庭 開隆堂出版
小学校
わたしたちの家庭科

保健 学習研究社 新・みんなの保健

.., 
如◄

区
立
の
小

・
中
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
は
、
区
教
育
委
員
会
で
採
択
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
小
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
を
採
択
す
る
年
に
あ
た

っ
て
お
り
、
来
年
度
か
ら
平
成

20
年
度
ま
で
の

4
年
間
に
渡

っ
て
使
用
す
る
教
科
書
を
選
定
し
ま
す
。

千
代
田
区
教
育
委
員
会
で
は
、

6
月
上
旬
か
ら

8
月
上
旬
に
か
け
て
、
小
学
校
の
教
科
書
全
て

を
各
教
科
ご
と
に
調
査
・
検
討
し
、

8
月
10
日
の
教
育
委
員
会
定
例
会
で
採
択
し
ま
し
た
。

17
年
度
以
降
、
区
立
の
各
小
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
は
次
の
通
り
で
す
。

平
成

17
年
麿
か
ら
区
立
小
学
校
で
使
用
す
る

教
科
書
が
決
ま
り
ま
し
た

「保田臨海学校j

7月23日～ 25日

遠泳の場面です。いざ本

番！みんなに笑顔がこぼ

れています。

一橋中

園 名 名 称
開催日 会場 所在地
← ---------- . --
時 間 （雨天時） 電話

麹町幼稚園
親子で lO月23日（土）麹町小学校校庭 麹町2-8
スポーツ 9: 15~l l :30 （麹町小学校体育館） 3263-7330 

九段幼稚園
幼稚園運動会 10月23日（土）九段小学校校庭 三番町16
げんきにあそぼ！9:25~12:00 （九段小学校講堂） 3263-0567 

番町幼稚園 親子スポーツ 10月24日（日） 番町小学校校庭 六番町8

デー2004 8:50~l l :45 （番IBJ小学校講堂） 3263-3725 

富士見幼稚園 運動会こっこ
10月16日（土） 富士見小学校校庭 富士見1-10-3
9:00~11:30 （富士見小学校講堂） 3263-1009 

お茶の水 ふれあい 11月13日（土） お茶の水小学校校庭 猿楽町1-1-1 
幼稚園 スポーツデー 9:30~11:30 （お茶の水小学校講堂）3291-821 l 

千代田幼稚園
パワフルフェス 10月9日（土） 千代田小学校校庭 神田司町2-16
ティバル2004 9:20~11 :30 （千代田小学校体育館） 3256-1709 

親子運動会 10月16日（土）昌平小学校屋上校庭 外神田3-4-7
昌平幼稚園 がんばれ

昌平キッズ 9:00~11 :30 （昌平小学校屋上校庭）3251-0768 

いすみ 親子で 10月16日（土） 和泉小学校校庭 神田和泉町l
こども園 スポーツ 8:50~11 :30 （和泉小学校体育館）3866-9938 

9
月
の
小
学
校
・
幼
稚
園
合
同
運
動
会
に
続
い
て
、
今
回
は
幼
稚
園
だ
け
の
開
催
で
す
。

親
子
で

一
緒
に
、
楽
し
く
あ
そ
び
ま
せ
ん
か
！

幼
稚
園
親
子
運
動
会

運
動
会
一
3
っ
こ
の
案
内 ． 

※詳細は、各園にお問合せください。
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東
京
近
郊
に
は
、
里
山
が
色
濃
く
残
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
あ
る
時
、
息
子

た
ち
と
魚
を
捕
り
に
行
き
ま
し
た
ら
、
「
ク
チ

ボ
ソ
、
銀
プ
ナ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
手
長
エ
ビ
、
グ

ッ
ピ

ー
、
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
に
ガ
マ
ガ
エ
ル
」

が
網
に
か
か
り
ま
し
た
。
家
に
帰
り
、
早
速
世

話
を
し
ま
し
た
が
、
ク
チ
ボ
ソ
は

1
週
間
後
に

死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
再
度
、
5

セ
ン
チ
位
の
ク
チ
ボ
ソ

（
？
）
を
捕
ま
え
、
水

槽
に
放
し
た
と
こ
ろ
、
今
度
の
ク
チ
ボ
ソ
は
そ

「
プ
ラ
ッ
ク
バ
ス
と
よ
し
の
ぽ
り
」

今
年
の
夏
は
、

新
記
録
の
連
続
の
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。
連
続
真
夏
日

は
4
0
日
で
ひ
と
区
切
り
と
な
り
ま
し

た
が
、
私
に
は
今
年
の
夏
は
猛
暑
と

い
う
、
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
あ
が
っ
て

し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
終
業
式
の
7

月
2
0
日
は
、
あ
る
区
で
は
、
4
0
度
を
超

え
た
そ
う
で
す
。
神
田
で
も
、
正
午
過
ぎ
に
、

校
庭
に
出
ま
し
た
ら
、
む
せ
る
よ
う
な
息
詰
ま

る
暑
さ
を
体
全
体
で
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
獲
得
し
た
メ
ダ
ル
の
数
も
東
京

大
会
を
超
え
ま
し
た
。
選
手
た
ち
の

一
っ
―
っ

の
表
情
、
行
動
は
メ
ダ
ル
以
上
に
感
動
や
夢
を

与
え
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

暑
さ
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
中
が
沸
い
た

2
0
0
4
年
の
夏
で
し
た
。

し
か
し
、
自
然
界
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
こ
は

暑
さ
や
競
技
と
は
無
縁
な
世
界
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

きょういく

随

想

の
日
の
午
後
に
、
な
ん
と
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
を
頭
か

ら
飲
み
込
ん
で
い
る
の
で
す
。
餌
が
少
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
、
与
え
た
の
で
す
が
、
数

日
後
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
急

い
で
図
鑑
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
「
ブ
ラ
ッ
ク
バ

ス
」
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
プ
ラ

ッ
ク
バ
ス
は
、
E
に
小
魚
を
食
べ
る
食
肉
魚
な
の

で
す
。「
生
態
系
」
に
異
変
が
起
き
て
い
る
と
た
び

た
び
聞
く
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
が
そ
う
な
ん

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
5
セ
ン
チ
く
ら
い
の
ブ

ラ
ッ
ク
バ
ス
が

3
セ
ン
チ
く
ら
い
の
ヨ
シ
ノ
ボ

リ
を
頭
か
ら
飲
み
込
む
無
表
情
の
顔
つ
き
は
と

て
も
恐
ろ
し
く
感
じ
ま
し
た
。
元
気
で
生
命
力

さ
と
う
え
い
い
ち

注
よ
し
の
ぽ
り

・
・
・
淡
水
産
の
ハ
ゼ
の

一種、

腹
び
れ
は
吸
盤

想随

き
ょ
う
い
く

の
あ
る
外
来
種
で
す
の
で
、
そ
れ
が
池
や
小
川

で
繁
殖
し
た
ら
、
在
来
種
は
ひ
と
た
ま
り
も
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

「
軽
井
沢
の
ア
ラ
イ
グ
マ
」

今
年
の
林
間
学
校
の
時
知
っ
た
の
で
す
が
、

最
近
、
軽
井
沢
で
「
ア
ラ
イ
グ
マ
」
が
野
生
化

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ペ
ッ
ト
だ
っ
た
の
が
檻

を
破
っ
て
逃
げ
出
し
た
り
、
飼
い
き
れ
ず
に
捨

て
ら
れ
た
り
し
た
の
が
原
因
で
す
。
そ
の
結
果
、

農
作
物
の
被
害
は
言
う
に
及
ば
ず
、
小
鳥
や
小

動
物
が
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
、
生
態
系
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
町
と

N
P

0
法
人
が
中
心
と
な
り
、
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
、
千
代
田
区
の
教
育
委
員

会
は
、

I
S
o
l
4
0
0
1
を
取
得
し
て
、
環

境
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
各

学
校

・
園
で
は
、
各
教
科
等
で
折
に
触
れ
、
あ

る
い
は
計
画
的
に
、
自
然
環
境

・
社
会
環
境
へ

の
関
心
を
高
め
、
体
験
す
る
こ
と
が
今
の
学
校

教
育
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
結
果
は
す
ぐ
に
は
出
ま
せ
ん
が
、

子
ど
も
の
頃
の
小
さ
な
体
験
は
、
や
が
て
大
き

な
行
動
と
な
る
か
ら
で
す
。

千
代
田
区
教
育
広
報
誌
「
か
け
は
し
」
で

は
、
皆
様
か
ら
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見

・
ご
感
想

・
ご
要
望
等
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

次
号
か
け
は
し
は
、

1
2
月
発
行
予
定
で
す
。

教
育
広
報
「
か
け
は
し
」
第
六
十
六
号

平
成
十
六
年
十
月
五
日
発
行

編
集
発
行
／
千
代
田
区
教
育
委
員
会

千
代
田
区
九
段
南

一
丁
目
6
番
1
1
号

6
0
3
(3
2
6
4
)2
1
1
1
内
線

3
1
1
3
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